
 
 

◆

１

１

月

分

は

、

井

原

氏

が

、

自

分

で

ワ

ー

プ

ロ

で

打

っ

て

来

て

下

さ

っ

た

。

 

    

二

〇

〇

〇

年

十

一

月

十

二

日

（

日

）

第

四

〇

五

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松
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紺
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三

〇

一

～

十

五

 

       

死

に

至

る

病

(

戦

争

・

環

境

破

壊

)

に

取

り

つ

か

れ

た

 

 
 

二

〇

世

紀

よ

、

サ

ヨ

ー

ナ

ラ

、

サ

ヨ

ー

ナ

ラ

！
 

 

◆

死

に

至

る

病

の

第

一

は

、

戦

争

と

い

う

名

の

殺

人

と

破

壊

で

す

。

 

 
 

二

〇

世

紀

は

「

戦

争

の

世

紀

」

で

し

た

。

わ

が

日

本

も

五

〇

数

年

前

、

太

平

洋

戦

争

を

起

 

こ

し

て

焼

け

野

原

に

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

で

も

懲

り

ず

、

ま

た

自

衛

隊

（

軍

隊

）

を

作

り

、

 

現

在

、

年

間

五

兆

円

近

い

膨

大

な

軍

事

費

を

使

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

、

一

日

約

百

二

〇

億

 

円

の

無

駄

づ

か

い

で

す

。

こ

れ

を

「

介

護

」

に

回

せ

ば

、

国

民

か

ら

高

い

保

険

料

を

取

る

必

 

要

が

全

く

な

く

な

る

の

で

す

。

 

 

◆

今

、

世

界

全

体

の

軍

事

費

は

、

一

年

間

に

約

百

五

〇

兆

円

で

す

。

毎

日

、

約

四

千

百

四

十

七

 

億

円

の

無

駄

づ

か

い

で

す

。

こ

の

中

に

は

、

核

兵

器

約

二

万

メ

ガ

ト

ン

（

広

島

型

の

百

六

〇

 

万

発

分

）

や

、

新

兵

器

の

開

発

費

も

含

ま

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

ま

ま

進

め

ば

全

人

類

は

、

間

 

違

い

な

く

滅

び

ま

す

。

 

 
 

軍

備

は

戦

争

の

た

め

に

あ

る

以

上

、

戦

争

に

勝

つ

た

め

に

は

相

手

よ

り

強

力

な

兵

器

を

必

 

要

と

し

ま

す

。

そ

の

結

果

、

つ

い

に

人

類

を

滅

ぼ

す

核

兵

器

ま

で

大

量

に

作

っ

て

し

ま

い

ま

 

し

た

。

こ

れ

が

愚

か

な

二

〇

世

紀

の

姿

で

す

。

 

 

◆

死

に

至

る

病

の

第

二

は

「

環

境

破

壊

」

で

す

。

先

日

、

オ

ラ

ン

ダ

の

ハ

ー

グ

で

温

暖

化

防

止

 

国

際

会

議

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

地

球

温

暖

化

一

つ

取

っ

て

み

て

も

、

二

～

三

度

上

昇

す

れ

 

ば

、

海

水

面

が

上

昇

し

、

低

地

の

都

市

・

島

・

農

地

な

ど

が

水

没

し

、

世

界

規

模

で

食

糧

難

 

（

六

〇

％

減

）

や

、

住

宅

難

が

世

界

を

襲

う

で

し

ょ

う

。

 

 
 

更

に

、
オ

ゾ

ン

ホ

ー

ル

の

問

題
（

皮

膚

ガ

ン

）
、
大

気

汚

染

、
海

洋

汚

染

、
二

酸

化

炭

素

 

・

地

球

砂

漠

化
・
核
・
原

子

力

発

電
・
環

境

ホ

ル

モ

ン

の

問

題

等

々

、
こ

の

ま

ま

進

め

ば

人

 

類

は

自

分

で

自

分

の

首

を

絞

め

て

死

に

至

る

で

し

ょ

う

。

 

 
 

愚

か

な

二

〇

世

紀

の

姿

で

す

。

 

 

◆

二

一

世

紀

の

課

題

は

明

か

で

す

。

戦

争

と

環

境

破

壊

の

「

死

に

至

る

病

」

を

根

本

的

に

治

療

 

す

る

こ

と

で

す

。

そ

れ

は

二

〇

世

紀

と

正

反

対

の

平

和

と

自

然

保

護

の

「

生

命

に

至

る

道

」

 

へ

と

方

向

転

換

す

る

こ

と

で

す

。

ま

ず

、

全

世

界

の

軍

備

を

全

廃

し

て

、

年

間

一

五

〇

兆

円

 

の

大

金

を

、

毎

年

、

平

和

・

福

祉

・

食

料

・

南

北

問

題

・

環

境

問

題

解

決

の

た

め



に

回

せ

ば

、

 

二

一

世

紀

の

中

頃

に

は

「

生

命

に

至

る

道

」

へ

戻

れ

る

で

し

ょ

う

。

 

  
 

 
二

一

世

紀

は

招

い

て

い

る

！

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

軍

備

な

き

 

平

和

と

共

生

の

生

命

に

至

る

世

界

を

！

 

    

二

〇

〇

〇

年

十

二

月

十

日

（

日

）

第

四

〇

六

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進
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